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検
討
す
べ
き
だ
。
リ
バ
ー
ス
モ

ー
ゲ
ー
ジ
や
定
期
借
家
制
度
等

の
活
用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長　
国
や
都
の
取
り
組
み
を

注
視
し
、
検
討
が
必
要
だ
。

議
員　
「
子
ど
も
・
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
、
全
て

の
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
す
る

権
利
を
保
障
す
る
の
は
「
公
」

の
責
任
だ
。
見
解
を
問
う
。

市
長　
市
町
村
が
実
施
主
体
と

し
て
、
子
ど
も
へ
の
サ
ー
ビ
ス

給
付
水
準
の
保
障
と
確
実
な
利

用
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
。

議
員　
支
援
の
必
要
な
親
へ
の

サ
ー
ビ
ス
も
担
っ
て
き
た
の
が

保
育
園
だ
。
地
域
の
拠
点
と
し

て
公
立
保
育
園
の
子
育
て
支
援

機
能
を
一
層
強
化
す
べ
き
だ
。

市
長　
引
き
続
き
公
立
保
育
園

の
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

拠
点
の
役
割
を
果
た
し
た
い
。

議
員　
三
鷹
の
保
育
園
の
良
さ

を
堅
持
し
、プ
ロ
の
技
術
・
知
識

を
継
承
す
る
体
制
が
必
要
だ
。

子
ど
も
政
策
部
長　
各
年
代
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ
て
い

る
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

議
員　
無
縁
社
会
ブ
ー
ム
に
違

和
感
を
覚
え
る
。
無
縁
か
否
か

は
個
人
の
選
択
の
結
果
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
有
縁
で
あ
る
べ
き

論
」が
先
行
し
て
い
る
。縁
は
個

人
が
自
主
的
に
維
持
す
る
か
ら

こ
そ
続
き
、
官
が
つ
く
る
こ
と

は
で
き
な
い
。官
の
役
割
は
、民

の
生
き
る
を
保
障
し
、
無
縁
の

個
人
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
に

本
質
が
あ
る
と
考
え
る
。
無
縁

社
会
に
つ
い
て
認
識
を
伺
う
。

市
長　
自
発
的
な
地
域
の
相
互

扶
助
の
発
展
が
難
し
い
中
で
、

地
域
ケ
ア
等
の
展
開
を
初
め
と

す
る
共
助
の
仕
組
み
を
協
働
で

築
い
て
き
た
。
助
け
が
必
要
な

と
き
に
助
け
合
え
る
地
域
社
会

が
必
要
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
創
生
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　
公
助
と
し
て
官
に
何
が

で
き
る
か
。
今
後
、
国
土
交
通

省
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
支
援

モ
デ
ル
事
業
な
ど
に
応
募
し
て

い
く
予
定
は
あ
る
の
か
伺
う
。

市
長　
既
に
活
躍
中
の
団
体
の

豊
富
な
事
例
も
あ
り
直
ち
に
事

業
に
応
募
す
る
考
え
は
な
い
。

議
員　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
」

に
取
り
組
ん
で
き
た
三
鷹
市
が

な
ぜ「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
」に

取
り
組
む
の
か
。「
再
生
」と「
創

生
」の
概
念
の
整
理
が
必
要
だ
。

無
縁
社
会
の
問
題
に
ど
う
関
係

づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
か
。

市
長　
無
縁
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
で
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
共
助
の
仕
組
み
づ
く

り
こ
そ
が
行
政
に
課
せ
ら
れ
、

昔
に
戻
る
の
で
は
な
く
緩
や
か

に
地
域
と
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
創
生
が
必
要
と
考
え
る
。

か
ら
、
教
育
に
関
わ
る
保
護
者

へ
の
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
ほ

し
い
。
本
市
の
就
学
援
助
制
度

で
は
、
学
用
品
や
修
学
旅
行
の

費
用
な
ど
を
概
算
に
よ
る
前
払

い
支
給
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

教
育
部
長　
法
制
度
上
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
よ
り
迅
速
な
認

定
作
業
と
支
給
に
努
め
た
い
。

議
員　
障
が
い
児
の
居
場
所
の

確
保
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

個
別
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
施
設
等
が
確
保
で
き
る

よ
う
様
々
な
観
点
で
支
援
の
枠

組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
小
田
急
バ
ス
の
武
蔵
境

営
業
所
と
三
鷹
駅
間
で
出
入
庫

す
る
バ
ス
が
、
突
然
回
送
運
行

に
な
っ
て
約
２
年
に
な
る
。
沿

道
の
市
民
か
ら
は
営
業
運
行
の

再
開
を
望
む
声
が
大
変
強
い
。

寒
い
季
節
や
夏
の
猛
暑
の
日
、

バ
ス
を
待
つ
高
齢
者
の
前
を
素

通
り
す
る
運
行
は
、
到
底
理
解

で
き
な
い
。
回
送
運
行
へ
の
変

更
の
経
緯
に
つ
い
て
、
国
土
交

通
省
や
小
田
急
バ
ス
と
の
話
し

合
い
の
結
果
、
「
国
交
省
は
変

更
指
示
は
し
て
い
な
い
」「
小
田

急
バ
ス
の
経
営
判
断
で
変
更
し

た
」「
営
業
運
行
に
戻
す
作
業
に

入
っ
て
い
る
」
等
の
説
明
を
受

け
た
。
公
共
交
通
と
し
て
市
内

の
路
線
バ
ス
の
大
部
分
を
担
う

小
田
急
バ
ス
の
運
行
責
任
は
非

常
に
重
要
だ
。
小
田
急
バ
ス
が

市
民
の
期
待
に
応
え
て
一
日
も

早
く
元
の
営
業
運
行
に
戻
す
よ

う
、市
は
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

市
長　
市
民
に
と
っ
て
大
変
重

要
な
公
共
交
通
だ
と
い
う
こ
と

を
説
明
し
な
が
ら
、
営
業
運
行

を
行
う
よ
う
、
引
き
続
き
粘
り

強
く
交
渉
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
本
件
に
関
し
て
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
ど
の

よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
か
。

市
長　
議
論
は
な
か
っ
た
。
今

後
、
経
過
等
に
つ
い
て
担
当
か

ら
協
議
会
へ
情
報
提
供
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
車
を
運
転
で
き
な
い
高

齢
者
に
と
っ
て
、
バ
ス
は
病
院

通
い
や
買
い
物
等
の
日
常
生
活

に
不
可
欠
の
移
動
手
段
だ
。
高

齢
者
の
日
常
生
活
支
援
と
交
通

不
便
地
域
の
解
消
策
を
伺
う
。

市
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

整
備
の
推
進
に
努
め
た
い
。

議
員　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
の
厳
し
い
経
済
不
況
が
、
地

域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
市
内
建
設
業
者
の

現
状
に
つ
い
て
、所
見
を
聞
く
。

市
長　
公
共
事
業
全
体
が
減
少

傾
向
で
受
注
環
境
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
認
識
す
る
。ま
た
、

民
間
の
契
約
も
景
気
低
迷
の
影

響
で
受
注
額
が
減
っ
て
い
る
。

議
員　
建
設
不
況
の
中
で
、
中

小
零
細
建
設
業
者
の
廃
業
等
が

相
次
い
で
い
る
。
市
内
建
設
業

者
数
の
推
移
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長　
国
の
事
業
所
に
関
す
る

調
査
で
は
、
個
人
事
業
者
も
含

め
た
事
業
所
数
は
平
成
13
年
に

564
、
16
年
に
518
、
18
年
に
502
と

な
り
、徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。

議
員　
住
宅
を
改
修
す
る
住
民

に
自
治
体
が
工
事
費
用
の
一
定

額
等
を
補
助
す
る
「
住
宅
リ
フ

速
・
的
確
な
把
握
や
手
続
き
の

簡
素
化
等
の
効
果
が
期
待
で
き

る
。
情
報
漏
え
い
等
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
は
乗
り
越
え
る

べ
き
課
題
と
し
て
慎
重
な
検
討

が
必
要
だ
が
、
基
礎
自
治
体
で

あ
る
三
鷹
市
に
お
い
て
は
、
適

正
な
課
税
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
向
け
て
、
共
通
番
号
制
度

に
最
大
限
協
力
し
、
活
用
す
べ

き
で
あ
る
。
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　
医
療
・
福
祉
・
介
護
・

年
金
等
の
分
野
に
お
い
て
、
事

務
処
理
の
正
確
性
・
効
率
性
の

確
保
や
、
行
政
か
ら
積
極
的
に

働
き
か
け
る
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
申
請
者
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
等
が

期
待
さ
れ
る
。

議
員　
共
通
番
号
制
度
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
に
は
、
導

入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
市
民
に

十
分
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

制
度
導
入
に
先
行
し
て
、
情
報

の
一
元
管
理
の
メ
リ
ッ
ト
を
市

民
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
検
討
す
べ
き
だ
。
例
え

ば
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、

年
齢
や
性
別
等
の
属
性
に
応
じ

て
、
自
分
に
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う

な
機
能
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

市
長　
情
報
提
供
の
あ
り
方
は

こ
れ
ま
で
も
検
討
し
て
き
た
。

提
案
の
件
は
、
全
く
可
能
性
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
国
民
年
金

「
運
用
３
号
」
適
用
／
観
光
施

策
に
つ
い
て

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
導
入

で
削
減
し
て
き
た
。ま
た
、ス
ー

パ
ー
エ
コ
庁
舎
推
進
事
業
で
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
努
め
て
い
る
。

議
員　
今
後
の
電
気
代
削
減
の

方
策
に
つ
い
て
、所
見
を
聞
く
。

生
活
環
境
部
長　
学
校
版
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
導
入

の
推
進
、
25
年
度
稼
働
予
定
の

新
ご
み
処
理
施
設
か
ら
市
民
セ

ン
タ
ー
等
へ
の
低
コ
ス
ト
で
の

電
力
供
給
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員　
電
力
自
由
化
で
東
京
電

力
以
外
の
会
社
か
ら
の
電
力
購

入
が
可
能
と
な
り
、
脱
原
発
に

も
つ
な
が
る
。
入
札
に
よ
る
経

費
節
減
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　
新
規
の
電
力
会
社

は
火
力
発
電
が
中
心
で
原
油
価

格
高
騰
の
影
響
を
受
け
や
す
い

側
面
も
あ
り
、
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
環
境
学
習
と
し
て
小
中

学
校
に「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」を
設

置
す
る
効
果
に
つ
い
て
聞
く
。

教
育
部
長　
蒸
散
作
用
等
に
よ

り
室
温
を
大
幅
に
下
げ
る
効
果

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
が
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の

特
長
は
助
成
対
象
を
耐
震
補
強

等
に
限
定
し
た
本
市
の
助
成
制

度
と
は
異
な
り
、
広
く
市
民
の

住
居
環
境
の
向
上
に
拡
充
し
て

い
る
点
だ
。
厳
し
い
建
設
不
況

の
下
、
中
小
零
細
建
設
業
者
を

支
援
す
る
有
効
な
経
済
対
策
に

な
る
と
と
も
に
、
地
域
に
新
た

な
雇
用
を
生
み
出
す
と
考
え

る
。制
度
の
導
入
を
求
め
た
い
。

市
長　
住
宅
は
ま
ず
個
人
の
資

産
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
市
民
の
ほ
ぼ
半
数

が
賃
貸
住
宅
に
住
居
し
て
い
る

状
況
や
市
の
財
政
状
況
な
ど
か

ら
、
助
成
制
度
の
新
設
に
つ
い

て
は
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
学
校
の
学

習
教
材
／
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
敬

老
の
つ
ど
い
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
栗
原
　
健
治
　
議
員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
れ

小
田
急
バ
ス
の
回
送
運
行

市
民
の
た
め
一
日
も
早
い
解
決
を

日
本
共
産
党
　
森
　
　 

徹
　
議
員

議
員　
政
府
の
「
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
」で
は
、制
度

の
複
雑
化
や
保
護
者
と
保
育
所

の
直
接
契
約
に
よ
り
、
保
育
の

市
場
化
や
運
営
の
不
安
定
化
な

ど
質
の
低
下
を
懸
念
す
る
。
新

シ
ス
テ
ム
へ
の
評
価
を
伺
う
。

市
長　
子
ど
も
本
位
の
建
設
的

な
取
り
組
み
が
重
要
で
、
国
民

に
選
択
の
余
地
が
あ
る
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
が
必
要
と
考
え
る
。

議
員　
新
シ
ス
テ
ム
で
は
抜
本

的
な
待
機
児
解
消
は
考
え
ら
れ

な
い
。
国
の
財
政
責
任
を
明
確

に
し
、支
援
を
要
望
す
べ
き
だ
。

市
長　
基
礎
自
治
体
の
立
場
で

問
題
提
起
し
て
い
る
。
現
場
が

尊
重
さ
れ
、
よ
り
一
層
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
国
の
対

応
を
求
め
続
け
て
い
き
た
い
。

議
員　
学
童
保
育
所
運
営
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。ど
う
取
り
組
む
か
。

子
ど
も
政
策
部
長　
市
独
自
の

学
童
保
育
所
運
営
に
係
る
考
え

方
を
示
す
方
策
の
一
つ
と
し
て

検
討
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
「
教
育
は
無
償
」の
観
点

日
本
共
産
党
　
大
城
　
美
幸
　
議
員

子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け

教
育
・
子
育
て
施
策
の
充
実
を

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
半
田
　
伸
明
　
議
員

官
に
「
縁
」
は
つ
く
れ
な
い

官
は
民
の
生
き
る
を
守
れ

議
員　
空
き
家
は
、
草
木
の
繁

茂
、
倒
壊
の
危
険
性
、
防
犯
・

防
火
、
景
観
等
の
点
か
ら
ま
ち

づ
く
り
上
の
大
き
な
課
題
だ
。

特
に
長
期
間
放
置
さ
れ
た
危
険

老
朽
空
き
家
は
、
他
市
の
事
例

も
研
究
し
、早
急
に
対
処
せ
よ
。

市
長　
国
家
的
課
題
だ
と
考
え

る
。
所
有
者
に
適
正
な
管
理
を

求
め
る
が
、
緊
急
的
な
措
置
と

し
て
、
警
察
・
消
防
と
連
携

し
、
危
険
の
除
去
等
も
行
う
。

議
員　
危
険
老
朽
空
き
家
の
未

然
防
止
策
を
長
期
的
な
視
点
で

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
野
村
　
羊
子
　
議
員

空
き
家
対
策
の
推
進
と

全
て
の
子
ど
も
に
良
質
な
保
育
を

議
員　
公
共
施
設
の
電
気
代
に

つ
い
て
、
過
去
５
年
間
の
年
間

支
払
総
額
の
推
移
を
聞
く
。

生
活
環
境
部
長　
平
成
17
年
度

か
ら
20
年
度
ま
で
は
約
５
億
４

千
万
円
か
ら
６
億
３
千
万
円
で

推
移
し
た
。
21
年
度
は
水
道
部

の
浄
水
所
等
が
都
負
担
と
な
り

約
４
億
２
千
万
円
と
な
っ
た
。

議
員　
電
気
代
を
削
減
す
る
方

策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
実

行
し
て
き
た
か
、現
状
を
聞
く
。

生
活
環
境
部
長　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
の
取
得
や
簡
易
版
環
境

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
嶋
﨑
　
英
治
　
議
員

公
共
施
設
の
電
気
代
削
減

電
力
自
由
化
を
活
用
せ
よ

新ごみ処理施設の建設工事


